
 

絵
本
と
し
て
の
平
家
物
語 

出
口 

久
徳 

 

一 

平
家
物
語
絵
の
歴
史
と
絵
本
の
種
類 

 

『
平
家
物
語
』
は
、
多
様
な
諸
本
や
語
り
物
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
絵
画
に

よ
っ
て
も
広
ま
っ
て
い
た
。
記
録
上
で
は
、
十
四
世
紀
半
ば
頃
、
『
入
木
口
伝
抄
』

に
「
山
上
平
家
絵
詞
」
と
の
記
事
が
見
え
、
こ
れ
は
比
叡
山
で
所
有
さ
れ
て
い
た

平
家
物
語
絵
と
考
え
ら
れ
る
１

。
そ
の
後
も
、
『
看
聞
日
記
』
や
『
実
隆
公
記
』

な
ど
に
記
事
が
見
え
る
。
絵
の
詳
細
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
点
も
多
い
が
２

、

内
容
的
に
は
、
屋
島
合
戦
に
関
わ
る
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
禅
僧
の
画
賛
に

も
い
く
つ
か
残
り
３

、
好
ま
れ
た
画
題
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

現
存
す
る
絵
本
（
絵
入
り
写
本
・
冊
子
本
）
、
絵
巻
と
し
て
は
、
近
世
期
制
作

の
も
の
が
多
い
４

。
絵
本
の
特
徴
と
し
て
は
、
も
と
も
と
十
二
巻
の
物
語
を
三
十

巻
に
仕
立
て
る
点
で
あ
る
。
三
十
巻
本
に
す
る
の
は
、
真
田
宝
物
館
蔵
本
、
ア
メ

リ
カ
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
蔵
本
、
島
津
家
本
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
チ
ェ
ス
タ
ー

ビ
ー
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
蔵
本
（
現
存
す
る
の
は
二
冊
の
み
）
な
ど
が
あ
る
。

た
だ
し
、
巻
の
区
切
り
な
ど
必
ず
し
も
一
定
で
は
な
い
。
そ
の
他
に
は
、
神
奈
川

県
立
歴
史
博
物
館
蔵
本
は
十
二
巻
を
二
分
割
し
た
二
十
四
冊
本
、
熊
本
大
学
北
岡

文
庫
蔵
本
は
三
分
割
し
た
三
十
六
冊
本
と
な
る
。
な
お
、
全
巻
の
写
真
版(

中
央
公

論
社)

が
刊
行
さ
れ
、
平
家
物
語
関
係
の
絵
画
で
は
最
も
著
名
な
林
原
美
術
館
蔵

『
平
家
物
語
絵
巻
』
は
十
二
巻
を
三
分
割
し
た
三
十
六
巻
本
で
あ
る
。
一
方
で
、

近
年
、
公
開
さ
れ
た
『
源
平
盛
衰
記
絵
巻
』
は
十
二
巻
本
で
（
通
常
は
四
十
八
巻
）
、

こ
ち
ら
は
『
平
家
物
語
』
の
十
二
巻
を
意
識
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

今
回
明
ら
か
に
さ
れ
た
明
星
大
学
蔵
本
（
本
報
告
書
、
柴
田
・
山
本
論
参
照
）

は
、
十
二
巻
本
（
た
だ
し
巻
一
・
十
二
欠
）
で
あ
る
点
、
ま
ず
構
成
面
か
ら
見
て

も
注
目
で
き
る
。 

 

な
お
、
各
テ
キ
ス
ト
の
元
に
し
た
絵
画
や
テ
キ
ス
ト
間
の
関
係
な
ど
、
明
ら
か

で
な
い
点
も
少
な
く
な
い
が
、
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
絵
入
り
版
本
で
あ
る
明
暦
二

年
版
（
一
六
五
六
）
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。

チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
蔵
本
は
、
明
暦
版
的
な
絵
と
細
部
ま
で

一
致
す
る
例
が
見
ら
れ
る
５

。
真
田
宝
物
館
蔵
本
（
以
下
、
真
田
本
）
は
、
チ
ェ

ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
蔵
本
ほ
ど
の
一
致
度
は
な
い
も
の
の
、
明
暦

版
的
な
絵
を
ふ
ま
え
て
描
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
絵
も
少
な
く
な
く
、
分
析
す

る
際
の
一
つ
の
指
標
に
な
る
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
蔵
本
や
神
奈
川
県
立
歴
史
博

物
館
蔵
本
に
も
明
暦
版
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
絵
が
部
分
的
に
確
認
で
き
る
。 

 

一
方
、
真
田
本
の
真
田
家
、
熊
本
大
学
北
岡
文
庫
蔵
本
の
細
川
家
な
ど
、
大
名

家
に
伝
来
し
た
テ
キ
ス
ト
が
あ
り
、
真
田
本
は
い
ず
れ
か
の
夫
人
の
嫁
入
り
本
で

は
な
い
か
と
の
見
方
も
あ
る
６

。
現
存
す
る
絵
本
、
絵
巻
は
い
わ
ゆ
る
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
物
語
本
文
７

を
用
い
て
制
作
さ
れ
て
い
る
。
大
部

な
作
品
で
も
あ
り
、
そ
れ
な
り
の
経
済
力
が
必
要
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。 

 

美
術
館
の
展
示
や
図
録
類
な
ど
で
、
個
々
の
テ
キ
ス
ト
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
が
、
他
の
物
語
絵
画
に
比
べ
て
も
平
家
物
語
絵
の
研
究
は
そ
れ
ほ
ど
多
い
わ

け
で
は
な
く
課
題
も
少
な
く
な
い
。
ま
ず
は
、
個
々
の
テ
キ
ス
ト
と
向
き
合
い
、

そ
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
作
業
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
真
田
本

を
例
と
し
て
挿
絵
に
見
え
る
特
徴
を
考
え
て
い
き
た
い
。 

 
二 

絵
本
を
読
む 

 

ま
ず
、
物
語
の
前
半
の
山
場
の
一
つ
、
平
家
打
倒
の
密
議
が
な
さ
れ
た
鹿
谷
事

件
が
発
覚
し
た
以
降
、
謀
議
に
関
わ
っ
た
藤
原
成
親
・
成
経
の
父
子
、
康
頼
入
道
、

俊
寛
や
彼
等
の
家
族
の
描
か
れ
方
を
例
に
、
真
田
本
を
検
討
し
て
い
こ
う
。 
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巻
二
相
当
（
真
田
本
は
三
十
巻
仕
立
て
な
の
で
、
巻
二
で
は
な
い
が
、
十
二
巻

の
巻
で
示
し
た
。
以
下
も
同
様
の
示
し
方
を
し
た
）
の
「
少
将
乞
請
の
事
」
で
は
、

成
経
の
舅
で
あ
る
門
脇
宰
相
教
盛
（
平
清
盛
の
弟
）
が
清
盛
を
説
得
し
た
こ
と
で
、

成
経
は
帰
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
真
田
本
の
こ
の
段
の
絵
で
は
、
宿
所
に
戻
っ

て
き
た
牛
車
に
乗
る
成
経
の
姿
が
画
面
下
側
に
、
画
面
上
側
に
夫
の
帰
り
を
待
つ

北
方
達
が
描
か
れ
る
。
な
お
こ
の
場
面
は
明
暦
版
に
は
な
い
。 

 

巻
二
「
大
納
言
死
去
の
事
」
で
は
、
備
前
国
に
流
罪
と
な
っ
て
い
た
成
親
の
死

が
語
ら
れ
る
。
断
崖
か
ら
突
き
落
と
さ
れ
て
菱
に
刺
さ
り
命
を
落
と
す
姿
が
印
象

的
で
あ
る
。
林
原
美
術
館
蔵
絵
巻
に
は
、
無
残
に
も
串
刺
し
に
な
っ
た
成
親
が
描

か
れ
て
い
る
。
真
田
本
は
死
の
場
面
で
は
な
く
、
夫
の
死
の
報
告
を
受
け
る
北
方

が
描
か
れ
て
い
る
。
明
暦
版
に
も
同
様
に
北
方
が
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
成
親

を
描
く
の
か
、
北
方
を
描
く
の
か
の
場
面
選
択
に
よ
っ
て
受
け
る
印
象
は
ず
い
ぶ

ん
違
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。 

 

巻
二
「
卒
塔
婆
流
の
事
」
で
は
、
鬼
界
島
に
流
罪
と
な
っ
た
康
頼
入
道
と
成
経

が
卒
塔
婆
を
流
す
。
真
田
本
で
は
そ
の
卒
塔
婆
が
康
頼
の
老
母
の
も
と
に
届
け
ら

れ
た
場
面
が
描
か
れ
る
。
林
原
美
術
館
蔵
絵
巻
や
明
暦
版
を
は
じ
め
絵
入
り
版
本

諸
本
で
は
卒
塔
婆
を
流
す
場
面
が
絵
に
な
る
が
、
真
田
本
に
は
こ
の
定
番
と
も
い

え
る
場
面
は
描
か
れ
な
い
。
息
子
の
思
い
を
受
け
止
め
た
老
母
の
姿
に
注
目
し
て

お
き
た
い
。 

 

巻
三
「
有
王
の
事
」
で
は
、
有
王
が
鬼
界
島
に
俊
寛
を
訪
ね
た
様
子
が
語
ら
れ

る
。
真
田
本
で
は
、
そ
の
後
、
島
か
ら
戻
っ
た
有
王
が
俊
寛
の
死
を
娘
に
報
告
す

る
場
面
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
明
暦
版
に
は
な
い
。 

 

夫
の
帰
り
を
待
つ
北
方
、
死
の
報
告
を
受
け
る
北
方
、
息
子
の
思
い
を
受
け
と

め
る
母
親
、
父
の
死
の
報
告
を
受
け
る
娘
。
真
田
本
を
読
み
進
め
る
と
、
そ
う
し

た
女
達
の
姿
が
印
象
的
に
映
る
。
成
親
の
悲
惨
な
最
期
、
鬼
界
島
で
の
成
経
た
ち

の
様
子
、
鬼
界
島
に
取
り
残
さ
れ
た
俊
寛
の
無
念
、
有
王
と
俊
寛
の
交
流
な
ど
、

鹿
谷
事
件
の
後
日
談
を
め
ぐ
っ
て
は
男
達
の
物
語
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

８

。
そ
の
一
方
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
態
を
受
け
と
め
て
い
た
女
達
の
姿
を
描
き
出

し
、
男
達
を
支
え
て
い
た
も
う
一
つ
の
物
語
の
存
在
を
真
田
本
は
照
ら
し
出
す
。

物
語
本
文
に
記
述
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、そ
の
よ
う
な
場
面
選
択
が
な
さ
れ
、

描
か
れ
る
こ
と
で
彼
女
た
ち
の
存
在
に
気
づ
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

他
に
目
を
移
す
と
、
巻
三
「
無
文
の
事
」
で
は
、
平
清
盛
の
嫡
男
の
重
盛
か
ら

そ
の
息
子
の
維
盛
へ
と
無
文
の
太
刀
が
渡
さ
れ
る
様
子
が
語
ら
れ
る
。
維
盛
は
、

重
盛
に
相
伝
さ
れ
て
い
た
「
小
烏
」
の
太
刀
を
授
か
る
の
で
は
と
考
え
た
が
、
渡

さ
れ
た
の
は
葬
儀
の
際
に
用
い
る
無
文
の
太
刀
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
自
ら
の
死

を
予
見
し
た
重
盛
の
と
っ
た
行
動
で
あ
っ
た
。
真
田
本
で
は
、
病
の
床
に
つ
い
て

い
た
重
盛
が
起
き
あ
が
り
脇
息
に
肘
を
お
き
維
盛
と
対
面
す
る
様
子
が
描
か
れ

る
。
そ
の
他
に
、
画
面
上
側
に
、
二
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
北
方
と
思
わ
れ
る
女
達
が

描
か
れ
る
点
に
注
目
し
た
い
。
明
暦
版
も
同
じ
場
面
が
絵
に
な
る
が
、
女
達
は
描

か
れ
な
い
。
明
暦
版
以
外
の
絵
入
り
版
本
で
も
女
の
姿
は
描
か
れ
な
い
。
真
田
本

で
は
、
二
人
の
北
方
が
、
家
（
小
松
家
）
に
と
っ
て
重
要
な
場
を
見
守
る
存
在
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
。 

 

巻
八
「
緒
環
の
事
」
で
は
、
福
原
を
落
ち
た
平
家
一
門
が
九
州
ま
で
逃
れ
て
く

る
。
こ
の
段
で
は
、
九
州
の
地
で
勢
力
を
拡
大
し
て
い
た
緒
方
三
郎
の
先
祖
の
話

が
語
ら
れ
る
。
女
の
も
と
に
か
よ
っ
て
い
た
正
体
が
わ
か
ら
な
い
男
に
糸
を
つ
け

追
っ
て
い
く
と
、
男
は
大
蛇
だ
っ
た
と
の
話
（
『
古
事
記
』
等
に
も
み
ら
れ
る
三

輪
山
系
の
説
話
）
で
あ
り
、
絵
入
り
版
本
諸
本
や
林
原
美
術
館
蔵
絵
巻
で
は
、
大

蛇
出
現
の
場
面
が
描
か
れ
る
。
大
蛇
が
現
れ
る
場
面
は
印
象
深
く
、
こ
の
章
段
の

定
番
の
図
像
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
真
田
本
で
は
出
現
場
面

は
描
か
れ
ず
、
女
が
大
蛇
と
の
間
の
子
ど
も
（
「
あ
か
が
り
大
太
」
と
い
う
名
で
、

緒
方
の
祖
先
）
の
相
手
を
す
る
様
子
が
描
か
れ
る
。
祖
先
に
あ
た
る
人
物
を
大
事

に
育
て
る
母
親
の
姿
を
描
き
出
す
点
に
注
目
し
た
い
。 
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こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
例
で
は
、
妻
・
娘
・
母
親
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
男

達
（
家
）
を
支
え
て
い
る
女
達
の
姿
が
構
造
化
さ
れ
て
い
る
点
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。 

 

三 

平
家
物
語
絵
本
の
周
辺 

 

こ
こ
ま
で
女
達
の
姿
に
注
目
し
て
論
じ
て
き
た
。
先
に
述
べ
た
が
、
真
田
本
は

嫁
入
り
本
と
し
て
制
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
近
世
の
女

達
、
特
に
武
家
に
と
っ
て
は
『
平
家
物
語
』
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。 

 

『
平
家
物
語
』
な
ど
の
軍
記
物
語
は
、
大
名
家
の
嫁
入
り
本
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
も
の
と
の
認
識
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
例
え
ば
、
寛
政
五
年
刊
（
一
七
九
三
）
『
婚

礼
道
具
図
集
』
「
書
物
寸
法
」
の
項
に
、
『
源
平
盛
衰
記
』
『
太
平
記
』
『
曽
我

物
語
』
『
吾
妻
鏡
』
等
が
見
え
る
９

。
ま
た
、
尾
張
藩
の
三
代
藩
主
綱
誠
夫
人
、

新
君
（
一
六
五
四
～
九
二
）
の
蔵
書
の
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
嫁
入
り
本
と
思

わ
れ
る
新
君
の
蒔
絵
箱
付
け
の
一
連
の
書
物
の
中
に
、
『
吾
妻
鏡
』
『
源
平
盛
衰

記
』
『
王
代
記
』
（
中
国
と
日
本
の
皇
統
を
記
し
た
書
）
、
『
帝
鑑
図
説
』
等
が

あ
っ
た
。
そ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
か
ら
、
大
名
家
夫
人
の
要
求
さ
れ
た
教
養
が
う
か

が
え
る
。 

 

近
世
期
の
い
わ
ゆ
る
女
訓
書
に
目
を
向
け
る
と
、
『
平
家
物
語
』
や
『
源
平
盛

衰
記
』
を
典
拠
と
し
た
話
が
様
々
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。
女
訓
書
の
な
か
で
も
、

比
較
的
ま
と
ま
っ
て
『
平
家
物
語
』
や
『
源
平
盛
衰
記
』
を
利
用
す
る
も
の
と
し

て
、
寛
文
元
年
刊
（
一
六
六
〇
）
『
本
朝
女
鑑
』
が
あ
る
１
０

。
巻
五
・
八
話
「
仏

御
前
」
で
は
、
『
平
家
物
語
』
巻
一
の
「
祇
王
」
の
段
を
引
き
、
仏
御
前
が
権
力

者
清
盛
の
庇
護
を
捨
て
抜
け
出
し
出
家
し
た
こ
と
を
称
え
て
、
そ
の
行
為
を
「
節

に
臨
み
て
禄
を
忘
る
、
利
を
捨
て
て
道
に
趨
く
と
は
此
謂
な
り
」
と
評
し
て
い
る
。

巻
五
・
十
話
「
源
渡
妻
（
袈
裟
御
前
）
」
で
は
、
袈
裟
御
前
が
計
っ
て
遠
藤
武
者

盛
遠
（
文
覚
）
に
自
ら
の
首
を
斬
ら
せ
た
行
為
を
「
義
を
重
く
し
て
死
を
軽
く
す

る
は
人
た
る
道
也
、
生
を
求
め
て
仁
を
残
ふ
こ
と
な
し
と
云
へ
る
は
、
こ
の
事
也
」

と
す
る
。
『
平
家
物
語
』
等
の
話
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
収
め
な
が
ら
も
、
女
性
と

し
て
の
生
き
方
の
問
題
と
し
て
意
味
付
け
て
い
る
。
巻
八
・
二
話
「
建
礼
門
院
」

で
は
、
建
礼
門
院
の
生
涯
を
簡
略
に
語
り
、
平
家
一
門
の
霊
を
弔
う
姿
を
称
え
、

女
性
の
生
き
方
の
手
本
と
す
る
。
さ
ら
に
、
末
尾
に
、
一
字
下
げ
で
（
注
釈
の
意

識
か
）
、
『
源
平
盛
衰
記
』
等
に
記
さ
れ
る
兄
の
平
宗
盛
と
の
近
親
相
姦
を
「
ま

さ
な
き
虚
言
」
と
否
定
す
る
。
ま
た
、
大
原
に
隠
遁
し
た
の
は
、
後
白
河
院
の
求

愛
を
逃
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
も
記
す
。
女
の
生
き
方
の
手
本
と
し
て
、
建
礼
門

院
の
醜
聞
を
否
定
し
よ
う
と
の
意
図
が
う
か
が
え
る
。
真
田
本
の
よ
う
な
絵
本
と

女
訓
書
と
は
テ
キ
ス
ト
の
位
相
が
異
な
り
、
同
列
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
。
だ
が
、
『
平
家
物
語
』
等
に
語
ら
れ
た
女
達
の
姿
か
ら
教
訓
を
引
き
出
す

読
ま
れ
方
が
さ
れ
て
い
た
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

 

ま
た
、
嫁
入
り
本
と
い
う
テ
キ
ス
ト
の
性
格
と
絵
の
表
現
が
ど
の
よ
う
な
関
係

性
を
結
ぶ
の
か
も
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
メ
ラ
ニ
ー
・
ト
レ
ー
デ
１
１

は
、

ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館
蔵
『
大
職
冠
図
屏
風
』
を
受
容
美
学
の
方
法
で
分
析
し
、
受

容
者
と
し
て
の
女
性
を
意
識
し
た
テ
キ
ス
ト
と
論
じ
て
い
る
。
屏
風
中
の
女
の
描

か
れ
方
に
注
目
し
て
、
武
家
の
家
で
の
理
想
的
な
女
性
の
振
る
ま
い
方
を
絵
画
化

し
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
屏
風
に
描
か
れ
た
物
語
を
見
る
女
性
は
、
図
像

を
媒
介
に
し
て
、
男
の
側
（
家
の
論
理
の
側
）
か
ら
の
理
想
的
な
女
性
の
振
る
舞

い
を
内
面
化
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
ト
レ
ー
デ
論
は
、
嫁
入
り
本
と
い
う

テ
キ
ス
ト
の
社
会
的
な
意
味
と
絵
の
表
現
を
関
係
づ
け
、
そ
の
表
現
の
機
能
ま
で

論
ず
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
他
の
嫁
入
り
本
の
議
論
よ
り
も
深
い
追
究
が
な
さ
れ

て
い
る
と
い
え
る
。 

 

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
真
田
本
に
戻
る
と
、
男
（
親
・
夫
・
子
）
の
帰
り
を
待
ち

つ
つ
家
を
守
る
、
男
の
死
を
受
け
止
め
る
（
菩
提
を
弔
う
）
、
男
達
を
脇
で
し
っ
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か
り
と
見
守
る
な
ど
、
男
の
論
理
・
家
の
論
理
か
ら
見
た
あ
る
べ
き
姿
が
描
き
込

ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
。 

 

享
受
の
実
態
と
し
て
、
真
田
本
が
ど
こ
ま
で
女
達
に
読
ま
れ
て
い
た
の
か
は
明

ら
か
で
は
な
い
。
保
存
状
態
を
見
て
も
そ
れ
ほ
ど
頻
繁
に
読
ん
で
い
た
と
は
思
え

ず
、
丁
重
に
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
制
作
の
意
図
が
教
訓

的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
も
考
え
に
く
い
。
だ
が
、
制
作
の
際
に
想
定
さ
れ
る
読
者

と
し
て
女
（
夫
人
）
が
意
識
さ
れ
、
女
達
の
姿
が
意
識
的
に
描
か
れ
た
可
能
性
は

あ
る
。
そ
し
て
、
結
果
的
に
男
側
（
家
側
）
か
ら
見
て
望
ま
し
い
女
性
の
姿
が
描

か
れ
る
図
が
多
く
な
っ
た
こ
と
は
指
摘
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
、
具
体
的

な
制
作
事
情
や
享
受
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
よ
り
踏
み
こ
ん
だ
分
析
も
可

能
に
な
る
は
ず
だ
。 

 

と
こ
ろ
で
、
近
年
の
美
術
史
研
究
の
一
つ
の
特
徴
的
な
動
向
と
し
て
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
視
点
か
ら
の
テ
キ
ス
ト
分
析
が
あ
る
。
例
え
ば
、
千
野
香
織
・
池
田
忍
・

亀
井
若
菜
１
２

に
よ
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
蔵
の
土
佐
光
信
筆
『
源
氏
物
語
画
帖
』
の

研
究
で
は
、
物
語
本
文
に
語
ら
れ
た
恋
の
描
写
を
置
き
去
り
に
し
て
、
男
達
の
宴

会
を
描
い
た
場
面
が
多
い
こ
と
に
注
目
す
る
。
そ
れ
は
、
公
家
や
武
家
の
間
で
源

氏
絵
の
贈
答
を
媒
介
に
し
た
交
流
が
行
わ
れ
た
事
情
に
起
因
す
る
の
だ
ろ
う
と
述

べ
る
。
千
野
等
は
、
男
が
描
か
れ
た
、
男
の
た
め
の
源
氏
絵
の
あ
り
方
を
問
題
に

し
た
。
三
田
村
雅
子
１
３

も
近
世
の
源
氏
絵
を
め
ぐ
り
、
同
様
に
論
じ
て
い
る
。 

 

現
在
で
は
、
一
般
的
に
は
、
『
源
氏
物
語
』
が
女
性
向
き
で
、
『
平
家
物
語
』

が
男
性
向
き
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
と
は
逆
の
受
容
も
あ
る

こ
と
も
考
え
て
お
き
た
い
。 

 
 四 

絵
本
研
究
の
今
後 

 

本
稿
で
は
、
真
田
本
を
例
に
、
嫁
入
り
本
の
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
絵

の
中
の
女
達
の
表
現
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
こ
う
し
た
特
徴
は
他
の
テ
キ
ス
ト

で
も
あ
て
は
ま
る
の
か
は
、
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
の
山
本
氏
の
明
星
大
学
蔵
本
に
つ
い
て
の
発
表
で
、
悲
惨
な
場
面
が
あ
ま
り

描
か
れ
な
い
こ
と
や
荒
武
者
た
ち
の
顔
も
優
美
な
表
現
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。本
稿
で
扱
っ
た
真
田
本
と
の
関
連
は
今
後
の
課
題
だ
が
、

両
者
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
研
究
の
指
針
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。 

 

他
の
テ
キ
ス
ト
も
そ
の
テ
キ
ス
ト
に
そ
く
し
て
、
表
現
の
志
向
性
を
探
る
こ
と

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
各
テ
キ
ス
ト
間
の
絵
の
関
係
も
今
後
の
研
究

の
課
題
で
あ
ろ
う
。
課
題
は
少
な
く
な
い
が
、
今
後
も
一
つ
一
つ
の
テ
キ
ス
ト
を

よ
り
丁
寧
に
分
析
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

 

（
付
記
） 

＊
本
稿
は
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
二
二
日
に
明
星
大
学
青
梅
校
舎
で
行
わ
れ
た
公

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
挿
絵
で
読
む
平
家
物
語
―
華
麗
な
る
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
世

界
―
」
で
の
同
題
の
口
頭
発
表
の
一
部
を
も
と
に
し
た
も
の
で
す
。
発
表
と
執
筆

の
機
会
を
い
た
だ
け
た
こ
と
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

＊
真
田
宝
物
館
蔵
本
の
調
査
に
関
し
て
は
、
同
館
の
関
係
者
、
特
に
原
田
和
彦
氏

に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
、
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

＊
本
稿
は
、
佐
藤
和
彦
他
『
図
説 

平
家
物
語
』
（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
四

年
）
に
書
い
た
真
田
宝
物
館
蔵
本
の
解
説
と
、
内
容
的
に
一
部
重
な
る
部
分
が
あ

り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
お
読
み
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。 
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［
註
］ 

１

落
合
博
志
「
『
入
木
口
伝
抄
』
に
つ
い
て
―
国
文
学
資
料
と
し
て
の
考
察
―
」
（
「
法
政
大
学
教
養
部
紀

要 

人
文
科
学
編
」
七
八
号
、
一
九
九
一
年
二
月
）
、
落
合
「
鎌
倉
末
期
に
お
け
る
『
平
家
物
語
』
享
受
資

料
の
二
、
三
に
つ
い
て
」
（
「
軍
記
と
語
り
物
」
二
七
号
、
一
九
九
一
年
三
月
）
。 

２

記
録
類
に
残
る
中
世
の
平
家
物
語
絵
を
め
ぐ
っ
て
は
、
以
下
の
論
を
参
照
。
宮
次
男
『
合
戦
絵
巻
』
（
角

川
書
店
、
一
九
七
七
年
）
、
小
松
茂
美
「
林
原
美
術
館
蔵
『
平
家
物
語
絵
巻
』
の
す
べ
て
」
（
『
平
家
物
語

絵
巻 

巻
第
十
二
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
年
）
、
櫻
井
陽
子
「
『
看
聞
日
記
』
に
見
ら
れ
る
平
家
享
受
」

（
『
伏
見
宮
文
化
圏
の
研
究
―
学
芸
の
享
受
と
想
像
の
場
と
し
て
― 

（
平
成
一
〇
年
～
一
一
年
度
科
学
研

究
費
〔
基
盤
研
究
Ｃ
〕
研
究
報
告
書
）
』
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
な
ど
。
な
お
、
平
家
物
語
絵
の
概
説
の
拙
論

（
『
平
家
物
語
を
知
る
事
典
』
〈
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
五
年
〉
所
収
）
も
あ
る
。 

ま
た
、
中
世
制
作
と
さ
れ
る
白
描
の
『
平
家
物
語
絵
巻
』
が
三
点
、
現
存
す
る
。
詳
細
は
以
下
の
論
を
参

照
。
梅
津
次
郎
「
伝
光
信
筆
平
家
物
語
絵
巻
」
（
『
絵
巻
物
叢
誌
』
法
蔵
館
、
一
九
七
二
年
）
、
静
嘉
堂
文

庫
美
術
館
蔵
『
室
町
の
絵
画
展
―
詩
画
軸
・
屏
風
・
障
屏
画
―
』
（
一
九
九
六
年
）
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館

編
『
源
平
の
美
学
―
平
家
物
語
の
時
代
―
』
（
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
。 

３

榊
原
千
鶴
「
１
６
０
０
年
前
後
―
軍
記
物
語
と
扇
面
画
―
五
山
僧
に
よ
る
軍
記
物
語
享
受
の
一
端
」
（
「
国

文
学
」
学
燈
社
、
四
五
巻
七
号
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
） 

４

現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
で
は
、
冊
子
形
式
の
絵
入
り
写
本
が
多
い
。
絵
巻
で
全
巻
が
残
る
の
は
、
林
原
美
術

館
蔵
本
の
み
。
な
お
、
『
源
平
盛
衰
記
絵
巻
』
に
つ
い
て
は
、
加
美 

宏
・
解
説
、
狩
野
博
幸
・
解
説
『
源

平
盛
衰
記
絵
巻
全
十
二
巻
』
（
青
幻
舎
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。 

５

チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
蔵
本
に
つ
い
て
は
以
下
の
拙
論
を
参
照
。
出
口
「
解
題
・
平
家

物
語
」
（
国
文
学
研
究
資
料
館
・
チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
編
『
チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
絵
巻
絵
本
解
題
目
録 

解
題
篇
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
、
出
口
「
絵
入
り
本
平
家
物

語
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
立
教
大
学
大
学
院 

日
本
文
学
論
叢
」
創
刊
号
、
二
〇
〇
一
年
三
月
） 

６

滝
澤
貞
夫
「
松
代
本
『
平
家
物
語
』
考
」
（
「
松
代
」
一
〇
号
、
一
九
九
七
年
三
月
） 

７

『
平
家
物
語
』
本
文
は
、
一
方
系
流
布
本
で
お
そ
ら
く
は
版
本
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
な

お
、
林
原
美
術
館
蔵
絵
巻
の
底
本
で
複
数
の
版
本
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
櫻
井
陽
子
氏
が
論

じ
て
い
る
（
『
平
家
物
語
の
形
成
と
受
容
』
（
汲
古
書
院 

、
二
〇
〇
一
年
）
。
『
源
平
盛
衰
記
絵
巻
』
は

全
巻
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
く
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
的
な
性
格
を
持
つ
。 

８

俊
寛
の
足
摺
の
場
面
な
ど
が
著
名
。
能
や
浄
瑠
璃
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
。 

                                        
 

９

榊
原
千
鶴
『
平
家
物
語 

創
造
と
享
受
』
（
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
七
年
） 

１
０

以
下
の
指
摘
は
濱
田
啓
介
氏
（
『
近
世
小
説 

営
為
と
様
式
に
関
す
る
私
見
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

一
九
九
三
年
）
に
よ
る
。
な
お
、
女
訓
書
、
お
よ
び
女
訓
書
と
軍
記
物
語
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
青
山
常
一

『
仮
名
草
子
女
訓
文
芸
の
研
究
』
（
桜
楓
社
、
一
九
八
二
年
）
や
榊
原
千
鶴
氏
の
一
連
の
論
（
前
掲
書
や
「
女

性
が
学
ぶ
と
い
う
こ
と
―
女
訓
か
ら
考
え
る
軍
記
物
語
」
〈
「
日
本
文
学
」
五
一
巻
一
二
号
、
二
〇
〇
二
年

一
二
月
）
な
ど
を
参
考
に
し
た
。 

１
１

メ
ラ
ニ
ー
・
ト
レ
ー
デ
「
ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館
蔵
『
大
職
冠
絵
』
の
受
容
美
学
的
考
察
」
（
「
美
術
史
」

一
四
一
号
、
一
九
九
六
年
） 

１
２

千
野
香
織
、
亀
井
若
菜
、
池
田
忍
「
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
画
帖
」
を
め
ぐ
る
諸
問

題
」
（
「
国
華
」
一
二
二
二
号
、
一
九
九
八
年
） 

１
３

三
谷
邦
明
氏
・
三
田
村
雅
子
『
源
氏
物
語
絵
巻
の
謎
を
読
み
解
く
』
（
角
川
書
店
、
一
九
九
七
年
）
の
三

田
村
氏
執
筆
部
分
。 
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